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12 週齢の Wistar 系雄性ラットの膝関節に外科的処置 (前脛骨半月靭帯切離) 
を施し、膝 OA を惹起する Destabilized Medial Meniscus (DMM) モデルを作成し
た。その後、8 週間の自然飼育を行う DMM 群 (n = 10)、術後 2 日目から 8 週間
の TW を行う DMM + TW0-8 群 (n = 8)、術後 2 日目から 4 週間の TW を行う
DMM + TW0-4 群 (n = 8)、早期膝 OA となる術後 4 週時から 4 週間の TW を行










細胞における BMP-2、BMP-6 の陽性細胞率を有意に増大させた。TW による OA










ラット膝 OA モデルに対する緩徐な運動介入は、軟骨細胞、骨芽細胞の BMP























なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 1 月 10 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
